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 ご挨拶  

          療育園 園長 渡辺 偉二  

 

みなさまいかがお過ごしでしょうか。 

 コロナ禍が4年目に入り窮屈な生活がすっかり定着してしまいましたが、コロナとの共存が唱

えられるようになりました。今年の3月からはマスク着脱が個人の判断となり、5月には感染症

法上の分類が5類となることが決まりました。欧米など外国ではもっと前からコロナ前にもどっ

ており、スポーツ観戦でもマスクなしでの観戦がされていましたし、日本でもWBCの優勝で盛

り上がったプロ野球などで声出し応援が再開されています。社会生活がコロナ以前の状態に

戻ってきており長かった我慢の生活から解放されることは喜ばしいことです。 

 しかし、マスクの着用も病院や高齢者施設ではこれまでどおり継続することが求められてい

ます。5類となってもコロナウイルス自体が変わるわけではないので、感染リスクの高いひとに

とっては危険であることは変わりません。高齢者やリスクのある人はやはりワクチン接種がす

すめられており、今後も定期的な接種が行われる予定です。療育園はワクチンをはじめとした

これまでの感染対策により、幸運にもクラスターの発生がなくこれまで運営できました。関係

各位のご協力のおかげであり、あらためて感謝いたします。 

 感染対策は続きますが、新規の短期入所や面会制限の緩和のご希望に対しては可能な限りか

なえていきたいと考えています。短期入所の制限に関しては、2022年度は1日平均2.4床の利

用で2021年度よりは増えていましたが、今年度はさらに増やして運営します。一気に緩める

わけにはなかなかいかず徐々にではありますが、これまでの経験をもとに神奈川リハ病院の感

染対策室とも連携しながら対応していきます。  



3月1日に５B病棟から療育園に異動になりました原田と申します。 

病棟以外で勤務したことがなく、戸惑うことばかりですが、利用者方々の笑顔に

癒される毎日です。 

楽しく、笑顔をモットーに頑張っていきたいと思います。 

よろしくお願いします。  

初めまして、今年度より七沢療育園に配属されました新人看護師の西本美涼です。 

利用者様・ご家族様に安心していただけるよう、看護技術や看護知識を日々磨いて

いきたいと思います。 

まだまだ未熟な点もありますが精一杯精進して頑張りたいと思います、宜しくお願

いします。 

皆さん初めまして。今年度より七沢療育園に配属されました、新人看護師の内波

彩夏です。 

利用者さんやご家族の皆さんが笑顔になれる生活を送って頂けるように安全な看

護を提供できるように努力してまいります。 

慣れないことが多く未熟でいたならない所もありますが、先輩方に教えていただ

きながら自立できるよう精一杯頑張ります。よろしくお願い致します。 

初めまして。今年の1月より療育園に配属されました竹石昇悟です。 

福祉のお仕事は私にとって初めてであり、すべてが新鮮で素晴らしい経験でした。

わからないことだらけで、職場の仲間や利用者さんに多くのことを学んでいます。 

まだ何事も至らない私ですが、療育園にいる利用者さんのためにも精一杯頑張って

いきますのでどうかよろしくお願いします。 

4月から赴任して七沢療育園も担当する、市川和志と申します。 

小児科医としてこれまで地域の中核病院、大学附属病院、こども病院に勤務して

きました。 

大山を見上げる自然豊かなこの地で、利用者の皆様の笑顔のために、スタッフの

方々とも楽しく頑張りたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

看護師 

看護師 

看護師 

医師 

支援員 

原田 浩行
はらだ ひろゆき

 

竹石 昇悟
たけいし しょうご

 

市川 和志
いちかわ かずし

 

内波 彩夏
うちなみ あやか

 

西本 美涼
にしもと みすず

 



4月から療育園に配属になりました柳田稀星です。大学では保育について学んでい

たため、障がいについてはわからないことだらけなので、先輩たちに支えてもらい

ながらですが頑張ります。 

一人ひとりにあった支援ができるように、利用者さんの個性についてもっと知りた

いのでたくさん関わっていきたいです。 

ご迷惑おかけしますが、よろしくお願いいたします。 

４月から七沢療育園に配属となりました。石川果怜です。 

大学では、保育について学んでいましたが、昨年の9月に七沢療育園で実習をさせ

て頂き、その際により多くの利用者の方と関わり、一人ひとりに合った支援を提供

していきたいと思いました。 

わからないことも沢山あり、不安と緊張でいっぱいですが先輩方にご指導して頂き

ながらこれから精一杯頑張りたいと思います。 

どうぞよろしくお願いします。 

自立支援ホームから異動してきた滝川美咲です。 

数年ぶりに療育園に戻ってきました。髪型が変わりましたので「誰だっけ？」と

いう方も多いかと思われますが…療育園は変わりなく利用者さんの笑顔が溢れて

おり安心しました。 

また皆さんと一緒に過ごせること楽しみにしていました。 

コロナによる制限がまだまだ続いていますが、皆さんに楽しい日々を過ごしても

らえるよう他の職員と力を合わせて支援していきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

今年度より入職いたしました。矢野優介と申します。福祉に携わってきた、経験

を活かし、ご利用者様により良いサービスを提供できればなと思います。 

まだまだ未熟者ではありますが、一生懸命日々の業務に取り組んでまいります。

私ごとではありますが、生活の一部に携われることを光栄に思っており、またこ

れからのご利用者様と歩む日々に心躍らせています。 

至らぬ点あるかと思いますが何卒よろしくお願いいたします。 

こんにちは。4月より七沢療育園で働かせていただくことになりました、三上有彩

と申します。 

私の妹は、先天性の障がいがあります。小さい頃から、妹みたいに障害のある方に

関わる仕事がしたいと思っていました。専門学校を卒業し、現場というのが初めて

なのですが、わからないことは他の先輩職員に聴きながら精一杯頑張ろうと思って

います。よろしくお願いします。 
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 ３月２２日（水）に花見の会を行いました！ 

今回のテーマは「七沢 SAKURA PINK」 

利用者・職員ともに、ピンク色の小物や服を身に着けて参加しました。 

昼食は「和風の花見弁当」をテーマに、揚げ鰆の野菜あんかけ、たけのこご飯、菜の花の胡麻

和え、桜型羊羹等がでました。おやつは、春らしい形をした練り切りでした。 

見た目も楽しめ、おいしいものを食べることができました。 

お腹がいっぱいになってからは、桜の花の形に切った画用紙に笑顔の写真を張り、その周りを

シールで飾り付けて華やかにしました。完成したものは、デイルームに飾っています。 

花見の会の最後には、３月末に異動・退職する職員から一言ずつ、挨拶を貰いました。 



厚木市下荻野にある、山中陣屋跡史跡公園に行きました。公園の

周りを散策し、桜の花やヤギを見ました。 

４月２６日に誕生日会を行いました。 

写真を貼った紙皿の装飾をしました。作ったものは模

造紙に貼って、鯉のぼりになりました 



４月１日（土）  

外周路に桜を見に行きました 

少し散ってしまっていましたが、綺麗に咲いていました 



いただいた寄付金で花壇を作ることができました。 

花壇は、車いすに乗った状態でも見やすい高さにしたので、

下を見ることが難しい利用者の方も花を楽しむことができて

います。 

きれいな花が咲いているので、花を見るために中庭散歩をお

こなう機会も増えました。 

ありがとうございます 



 ８日 理容入浴 

１０日 ドライブ外出 

１４日 全体活動  

 ７日 ドライブ外出 

１１日 全体活動 

１２日 理容入浴 

１４日 ドライブ外出 

 ５日 ドライブ外出 

 ９日 全体活動 

１０日 理容入浴 

１２日 ドライブ外出 

１６日 美容入浴 

１７日 ドライブ外出 

２１日 ニコニコ会議 

３１日 誕生会 

１８日 ニコニコ会議 

２０日 美容入浴 

２８日 誕生会 

１６日 ニコニコ会議 

１８日 美容入浴 

２６日 誕生会 

    夏祭り 

＊感染症の状況により、変更する場合があります。 

編集後記 

４月になり、新しい職員が入ってきました。 

療育園のことを教えていくにあたり、利用者さんへの声のかけ方やかかわり方など、様々なことを見

つめなおし、利用者の皆様に安心できる場所を提供できるよう努力していきます。 

今年度も、療育園便りは年４回の発行になります。 

少しでも楽しく、皆様に療育園の様子を伝えていけるように頑張っていきます。     江川 


